
 

 

 

 

 

 

第 11 回 

○場所：ふれあいサロン（神土） 

○時期：平成 29 年 2 月 21日 19：00～21：00 

○参加者：委員 6 名 ゲスト 1 行政 4 名 

 

【奥矢作森林塾視察】 

 視察先の資料を要約した模造紙を元に予習をおこないました。この予習によ

り、短時間で濃密な研修・交流の実現をねらいました。 

 

 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



【いとしろ地区地域づくり協議会視察】 

 石徹白まちづくり協議会の発足の経緯、活動内容などの予習を行いました。 

 

  
 

 

 

【小、中学校への「集落あるき」展示】 

〈ふりかえり〉 

生徒さんが張り付けた付箋の内容を委員の皆さんと確認しました。 

また、小中学校を含めた、「集落あるき」のフィードバック方法について話し

合いました。 

 

（意見） 

・イベントを行なう。 

・動画・CATV で伝える。 

・かわら版スタイルで折込みチラシ。 



・HP の充実。SNS での拡散。 

・村外への PRが重要。 

・各地区おもしろ Best3 というような、伝わりやすい工夫が必要。 

・そもそもの「集落あるもの探し」の目的を確認しよう。そして、それに沿っ

て展開していこう。 

・今後の「集落あるもの探し」を行ないながらフィードバック方法を考えてい

こう。 

 

〈決定事項〉 

・マップをサロンに張り出す。（3 月中旬から） 

・3 月 20 日（月）大沢地区「集落あるもの探し」開催 

 ふれあいサロン 13 時集合 17 時解散 

 ※前回と同じ手法で行なう。 

 ※案内者の確保、ルート決定を事務局で行なう。 

 

▼集落あるき（西洞地区） 小学生による意見書き込み（付箋） 



【東白川村がんばる地域交付金事業】 

交付された商工会青年部による絵馬奉納の事業の報告が行なわれました。 

 

【村で作成された民謡集】 

委員の今井勝子さんが、かつて村で作成された民謡集についてお話ししました。

現在、誰も聞いたことも弾いたこともない村の民謡の楽譜が載っているので、

まずは音だしから再現していこう！となりました。後日、民謡集を借りて事務

局にてデジタル保存を行なう予定です。 

 

【村の婚活事業について】 

 安江企画係長と情報通信係の田口主事から委員会へ、村の婚活事業について

意見を求めました。委員のみなさんへ事業の内容と状況を説明し、その後フリ

ートークとなりました。 

 

〈現状の課題〉 

・成果があがらない。対象の男性が動かない。 

 

(委員の意見) 

 ・素人は難しい。プロがやるべき。 

→ 「日本仕事百貨」など、プロによる人のフューチャー 

 ・対象者の心を動かすのは、友達や知り合いではないか。 

   →若い人が結婚相談員をやってみては。 

 ・対象者を心理的に追い込む作戦。 

 ・成功事例を作る。 

 ・情報交換が必要。 

 ・テラスハウス的なハードとソフト支援。 

 ・地域を出て、都市部で活動する。 

 ・村に若い女性を呼び込む。 

 

〈他地域の成功事例〉 

 ・白川町・・・成果のわりに労力がかなり大きいと聞いた。 

 ・西米良村の単身者向け定住促進住宅とその後の定住支援施策。 



  （単身者向け住宅が、縁結び住宅となった事例） 

 

 

 

 


